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ブリンシドフォビルの頭頸部がんの研究成果が 

欧州臨床腫瘍学会（ESMO 2025）で採択されました 

 

 

シンバイオ製薬株式会社は、ブリンシドフォビル（brincidofovir, BCV）の固形がんに対す

る治療の可能性を探る前臨床研究を実施し、頭頸部がんに対する有望な知見を得ました。こ

の度、この研究成果が2025年10月17日～21日、欧州臨床腫瘍学会（ESMO Congress 2025、
ドイツ・ベルリンで開催）に発表演題として採択されたことをお知らせ致します。 
 
発表者の神谷医学博士のコメントです。「今回のデータは、BCVが頭頸部がん治療における

新たな治療薬となる可能性を示唆しています。がん治療に新たな選択肢を提供する可能性を

秘めており、頭頸部がんに苦しむ多くの患者さんに希望をもたらすことが期待されます。」 
 
採択演題の概要 

• 演題タイトル： Preclinical efficacy of brincidofovir (BCV) against head and neck 
squamous cell carcinoma (HNSCC)  
（和訳：頭頸部扁平上皮がんに対するブリンシドフォビルの有効性 - 前臨床研究) 

• 発表者： Tetsu Kamitani 
• 発表番号： 1304P 

 
欧州臨床腫瘍学会（ESMO）2025 学術集会について 
ESMOは、がん治療と研究の分野で世界をリードする権威ある学会のひとつです。1975年
に設立され、腫瘍学の専門家、研究者、医療従事者、製薬業界の関係者が集まり、がん治療

の最新情報や研究成果を共有する重要な場となっています。 
 
頭頸部がんとは 
頭頸部とは、頭蓋底（頭の下部）から鎖骨までの間にある顔や首の範囲を指します。この

領域には、鼻、副鼻腔、口腔、咽頭、喉頭、唾液腺、甲状腺などが含まれます。これらの

部位に発生するがんを総称して「頭頸部がん」と呼びます。推定される年間の罹患患者数

は、世界全体で約90万人以上、日本国内では約3万5千人とされています。また、上咽頭が

んや中咽頭がんでは、EBウイルス（EBV）やヒトパピローマウイルス（HPV）といった

ウイルスがそれぞれの発がんに関与していることが知られています。 
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